















































に関する考察（Government and Water: A Study of the Influence of Water upon 
Governmental Institutions and Practices in the Development of Los Angeles）」
である。
　また，V. オストロムの職歴をみるならば，1943─45 年は，カナダのオンタ
リオの Chaffrey Union High Schoolの教諭を務め，1945─48 年がワイオミン
グ大学の助教授（政治学），1949─54 年がオレゴン大学の准教授（政治学），
そして 1954 年にオレゴン大学の准教授（政治学）になり，58 年まで務めて




ら 90 年まで政治学教授を務め，1990 年からは同大学の A.F.ベントレイ名
誉教授（インディアナ大学）を務めた。このインディアナ大学で，妻の E. 
オストロムと彼が研究と学徒の養成に諸力を注いだ研究所であるWorkshop 
in Political Theory and Policy Analysis
1）
を 1973 年に立ち上げることとなる。
そして，2003 年までエリノアと共同ディレクターを務め，亡くなる 2012 年
6 月 29 日まで創設名誉ディレクターを務めた。
　学会等の行政活動では，1955 年から 66 年までアラスカ憲法委員会自然資
源コンサルタントを務め，アラスカの自然資源の保護と憲法制定に携わっ
た。1957 年から 60 年までは，アメリカ政治学会（APSR）編集委員を務め，
1963 年から 66年まで全米行政学会編集委員長を務め，Public Administration 
Reviewを編纂していった。1967 年から 69 年は，アメリカにおいて公共部
門に経済学史的な視座と方法論を組み込んで議論する公共選択学会会長を務
めた。そして 1972 年から 2005 年は，Publius（連邦制研究学会）編集委員
を務めている。1981 年から 82 年にはドイツのビールフェルト（Bielfeld）
大学に学外研究に出向き，そこで現代の政治行政が抱える問題を学際的に研
究する機会を得て，『公共部門の指導・統制・業績評価（Guidance, Control, 
and Performance Evaluation in the Public Sector）』2）をまとめている。
　また，彼が博士論文以来研究テーマの基礎としてきた水などの自然資源管
理の問題においては，55 年から 56 年にアラスカ州の憲法起草会議の自然資
源コンサルタント，56 年はテネシー州水資源政策委員会のコンサルタント，
58 年から 59 年は資源管理と経済開発研究会のコンサルタント，57 年から









































































　表 1は，1952 年から 10 年ごとの地方政府の数の変遷を示したものであ
るが，市町村（Municipality）は，アメリカの人口の増加に比例して増加
しているが，大きな変動を示しているのは学校区と特別区の数の変化であ
る。学校区は 1952 年に 67,346 あったのが 2012 年には 12,880 へと激減し



























1952 48 116,694 3,049 16,778 17,202 67,346 12,319
1962 50  91,186 3,043 18,000 17,142 34,678 18,323
1972 50  78,218 3,044 18,517 16,991 15,781 23,885
1982 50  81,780 3,041 19,076 16,734 14,851 28,078
1992 50  84,955 3,043 19,279 16,656 14,422 31,555
2002 50  87,525 3,034 19,429 16,504 13,506 35,052
2012 50  90,056 3,031 19,519 16,360 12,880 38,266
表 1　アメリカの地方政府の構造の数の変遷















































































































































































































































　そして，1954 年 4 月 16 日，レイクウッド・コミュニティはカリフォルニ
アで 16 番目に人口の多い市として業務を開始した。最初にカウンティと行
図 1　レイクウッド市の組織案の検討
































































　V. オストロム，C.M. ティボー，R. ウォレン（Robert Warren）達は，とも
に UCLAの若手の准教授であり，レイクウッドをはじめとするカリフォル
ニアの大都市圏問題に取り組み始めた。その成果のひとつが V. オストロム
とティブーらの「大都市圏域の政府機構：理論的検討（The Organization of 
Government in Metropolitan Areas: A theoretical Inquiry）」である。V. オスト
ロムらは，大都市圏域には連邦政府や州政府の行政機関，カウンティ，市，











































































































































































































































































































































　V. オストロムは，アメリカ行政学会誌（PAR）の編集主幹を 1963 年から
1966 年まで務め，1964 年の夏（June）号の編集後記で，「アメリカ型公営企
















戦への応答（The Meaning of Democracy and the Vulnerability of Democracies: 
A Response to Tocqueville’s Challenge）』を 1997 年に出している。本書は，
政治哲学，経済学，社会学，歴史などを融合した学際的な政治哲学書であ




言う「心の習慣」（habits of the heart）や「精神の特徴」（character of the 
mind）に基づく社会であると考える。それは，社会の構成員の間で「共有
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